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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・プログラムを使用してWebLogicドメインをインストールし、構成する方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Application Development Framework (ADF)にOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。Webテクノロジの知識があり、WindowsプラットフォームおよびUNIXプラットフォームの概要を理解していることを前提としています。


ドキュメントの編成

このドキュメントは次のように編成されています。

	
第1章「Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール計画」では、WebLogic Serverインストーラを使用してインストールできる製品の一覧を示し、インストールに必要な高度な作業について説明します。


	
第2章「Oracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアのインストール」では、Javaベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用してWindowsプラットフォームとUNIXプラットフォームにソフトウェアをインストールする方法について説明します。


	
第3章「Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインの構成」では、ソフトウェアのインストールが完了した後に、WebLogicドメインを作成して構成する方法について説明します。


	
第4章「インフラストラクチャ・ドメイン構成後の次の手順」では、基本的な管理タスクへのリンクと、高可用性構成の環境を準備するためのトピックを示します。


	
第5章「Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストール」では、システムからOracle Fusion Middleware Infrastructureを削除する方法を説明します。


	
付録A「Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解」では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布に含まれる製品と機能について説明します。


	
付録B「Oracle Fusion Middleware Infrastructureのディレクトリ構造の理解」では、製品をインストールしてドメインを構成した後のディレクトリ構造について説明します。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール計画


この章では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールの準備について説明します。

製品インストールやドメイン構成の途中または後で問題が発生しないよう、十分に確認する必要がある様々なトピックを扱います。

この章の内容は次のとおりです。

	
第1.1項「このドキュメントの使用」


	
第1.2項「Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの理解」


	
第1.3項「標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ」


	
第1.4項「システム環境の検証ロードマップ」


	
第1.5項「Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解と入手」






1.1 このドキュメントの使用

この項には次のトピックが含まれます:

	
第1.1.1項「標準インストール・トポロジの最初の使用」


	
第1.1.2項「このドキュメントを使用したアップグレード・シナリオ」


	
第1.1.3項「このドキュメントを使用したドメインの拡張」






1.1.1 標準インストール・トポロジの最初の使用

ここでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの作成について説明します(図1-1)。このトポロジを高可用性を備えたセキュアなトポロジに拡張し、本番システムに適したものにすることができます。

標準インストール・トポロジはこの製品のトポロジ例であり、このトポロジのみがサポートされるわけではありません。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「標準インストール・トポロジの理解」を参照してください。






1.1.2 アップグレード・シナリオでのこのドキュメントの使用

アップグレードの過程でOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする場合は、このドキュメントの手順に従ってソフトウェアをインストールしますが、「構成ウィザード」を実行したWebLogicドメインの作成は行わないでください。

ソフトウェアをインストールした後は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』を参照してください。






1.1.3 このドキュメントを使用したドメインの拡張

このドキュメントでは新規にドメインを作成する手順について説明していますが、同じ手順を使用して既存のドメインを拡張することができます。その場合は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「同じドメインでの複数製品のインストール」にある重要な情報を参照してください。

新規ドメインを作成する場合でも、手順に示された内容と要件が合わないときは、適切な内容を選択していることを確認し、その他の詳細について説明されているドキュメントを参照してください。








1.2 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの理解

図1-1は、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジを示しています。


図1-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます。]





このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台の標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。管理対象サーバーには、Oracle ADFアプリケーションのデプロイと管理に必要なライブラリと追加ソフトウェアがインストールされ、使用可能になっています。このドメインは単一のホストに構成され、(必要なFusion Middlewareスキーマがインストールされた)サポートされているデータベースを必要とします。




	
注意:

12c (12.1.2)では、動作保証されたOracleデータベースのみがOracle Fusion Middleware Infrastructure標準インストール・トポロジに使用できます。Oracle Platform Security Services (OPSS)スキーマは、このリリース向けのサードパーティ・データベースでサポートされていません。

また、このデータベースはインフラストラクチャ・データベースであり、Fusion Middleware製品からアクセスされます。ご使用の環境にデプロイされたアプリケーションが使用する内部アプリケーション・データベースとは混同しないでください。例については、「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントにある「Additional DB」タブを参照してください。









この標準インストール・トポロジは、他のドキュメントの出発点としても使用されます。たとえば『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』では、このドメインにOracle HTTP Serverを含めるように拡張し、そのOracle HTTP ServerとInfrastructureが、『高可用性ガイド』で、高可用性のための標準インストール・トポロジを構成するための出発点として使用されます。高可用性に関するドキュメントのロードマップと関連トポロジの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「高可用性に向けたロードマップの理解」を参照してください。

このトポロジの図にあるすべての要素については、表1-1に説明があります。


表1-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの要素の説明

	要素	説明と追加ドキュメントへのリンク
	
APPHOST

	
アプリケーション層をホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。


	
DBHOST

	
データベースをホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。


	
WebLogicドメイン

	
論理的に関連するJavaコンポーネントのグループ(ここでは管理サーバー、管理対象サーバーおよびその他の関連するソフトウェアコンポーネント)。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle WebLogic Serverドメインの概要に関する説明を参照してください。


	
管理サーバー

	
ドメインの構成オブジェクトをメンテナンスし、管理対象サーバーへの構成変更を分散させる、ドメインの中央制御エンティティ。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理サーバーの概要に関する説明を参照してください。


	
Enterprise Manager

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control。ドメインを管理するために使用する主要ツール。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control」を参照してください。


	
クラスタ

	
同時に稼働し連携する、複数のWebLogic Serverインスタンスの集合。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する説明を参照してください。


	
マシン

	
1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータを論理的に表現するもの。マシンは、ノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを起動または停止するためにWebLogicの管理対象サーバーとノード・マネージャを論理的に結び付けるものでもあり、管理対象サーバーはマシンに関連付けされている必要があります。


	
管理対象サーバー

	
アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよび関連リソースをホストします。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する説明を参照してください。


	
インフラストラクチャ

	
次のものを含むサービスの集合:

	
Metadata Repository (MDS)

これにはOracle Application Developer Frameworkなどの、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのメタデータが含まれます。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のメタデータ・リポジトリの概要に関する説明を参照してください。


	
Oracle Application Developer Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Web Services Manager (OWSM)











このトポロジへの必要な手順を記載したロードマップを第1.3項に示します。






1.3 標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ

ここでは、Fusion Middleware Infrastructureの標準トポロジをインストールして構成するために必要なすべての手順を示します。手順の中で、このトポロジを変更したものを作成する必要がある場合に参照できる補足情報の参照先も示します。

表1-2に、トポロジをインストールして構成するために必要な手順を示します。


表1-2 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール・ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境を確認します

	
インストールの前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。

	
第1.4項を参照。


	
適切な配布を入手します

	
ここで説明するトポロジを作成するには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布(fmw_infra_121200.jar)を入手します。

	
第1.5項を参照。


	
インストール・ディレクトリを決めます

	
作成する必要があるディレクトリが作成されているか、またはインストーラからアクセスでき、最小要件を満たすシステムに存在していることを確認します。

	
付録Bを参照。


	
ソフトウェアをインストールします

	
インストール・プログラムを実行してソフトウェアをインストールします。これによってソフトウェアがシステムにコピーされ、Oracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
第2章を参照。


	
WebLogicドメインを作成します

	
構成ウィザードを使用してWebLogicドメインの作成および構成を行います。

	
第3章を参照。


	
高可用性のドメインのための管理および準備を行います

	
ドメインを管理するための追加のツールおよびリソースを確認し、高可用性のドメインを構成します。

	
第4章を参照。












1.4 システム環境の検証ロードマップ

この項(表1-3)では、インストールおよび構成を開始する前に目を通して理解しておく必要がある重要な情報を示します。ここでは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールおよび構成するために、ご使用の環境が適切に準備されていることを確認するための重要なタスクおよび判断項目を示します。


表1-3 システム環境の検証ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証要件およびシステム要件を確認します。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールおよび構成について、ご使用のオペレーティング・システムが動作保証され適切に構成されることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証とシステム要件の確認に関する説明を参照してください。


	
正しいインストール・ユーザーを指定します。

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールおよび構成するための適切な権限を持っていることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストール・ユーザーの選択に関する説明を参照してください。


	
システムでインストールおよび構成のディレクトリを選択します。

	
推奨ディレクトリ構造に従って、インストールおよび構成に必要なディレクトリが作成できることを確認します。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの選択に関する説明を参照してください。


	
動作保証されたJDKをインストールします。

	
配布のインストール・プログラムは、ご使用のシステムで動作保証されたJDKを必要とします。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のJDKのインストールに関する説明を参照してください。


	
Oracle Databaseをインストールおよび構成します。

	
WebLogicドメインを構成するには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureに必要なスキーマが正しく構成された、動作保証されているデータベースへのアクセス権が必要です。

12c (12.1.2)では、動作保証されたOracle Databaseのみが使用できます。

	
詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証されたデータベースのインストールおよび構成に関する説明を参照してください。












1.5 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解と入手

Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布は、.jarファイルで利用できます。この配布をインストールして構成するには、動作保証されたJDKがシステムにインストールされている必要があります。




	
ヒント:

配布の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品の配布の理解と入手に関する説明を参照してください。









配布には、付録Aに記載された製品および機能セットが含まれています。

配布の入手方法は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品の配布の入手に関する説明を参照してください。









2 Oracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアのインストール


この章では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアのインストール方法について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

	
第2.1項「インストール・プログラムの起動」


	
第2.2項「インストール画面のナビゲート」


	
第2.3項「インストールの確認」






2.1 インストール・プログラムの起動

インストール・プログラムを起動するには、次の手順を実行します。

	
ターゲット・システムにログインします。


	
動作保証されたJDKがシステムに存在している必要があります。詳細は、「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ページで、12c (12.1.2)向けの適切な動作保証情報のドキュメントを参照してください。


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次の例に示すとおり、ご使用のシステムのJDKディレクトリからjava実行可能ファイルを実行し、インストール・プログラムを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


/home/Oracle/jdk7_15/jdk1.7.0_15/bin/java -jar fmw_infra_121200.jar


Windowsオペレーティング・システムの場合:


C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_15\bin\java -jar fmw_infra_121200.jar


これらの例にあるJDKの場所は、ご使用のシステムの実際のJDKの場所に読み替えてください。




インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備ができています。インストール・プログラムの各画面の説明は、第2.2項を参照してください。






2.2 インストール画面のナビゲート

インストール・プログラムには、表2-1に示される順に一連の画面が表示されます。

インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックしてください。


表2-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
この画面は、UNIXオペレーティング・システムで、このホストに初めてOracle製品をインストールする場合に表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名に、中央インベントリの場所に対する書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、Oracle Universal Installerを使用したソフトウェアのインストールに関するマニュアルのOracle中央インベントリに関する説明を参照してください。

この画面はWindowsオペレーティング・システムでは表示されません。


	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
インストール場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。

Oracle Fusion Middlewareディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリの選択に関する説明を参照してください。


	
インストール・タイプ

	
この画面を使用してインストールのタイプと、それに従ってインストールされる製品および機能を選択します。

このトポロジの場合は、「Fusion Middleware Infrastructure」を選択します。

注意: このドキュメントのトポロジには、サーバーの例は含まれていません。この例を本番環境にインストールしないことをお薦めします。


	
前提条件のチェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。

警告またはエラー・メッセージが表示された場合は、第1.4項のいずれかのドキュメントを参照してください。


	
セキュリティ更新の指定

	
Oracle Supportアカウントがある場合は、この画面でセキュリティ更新の受信方法を指定します。

アカウントがなく、この手順をスキップしてもよい場合はチェック・ボックスの選択を解除し、フォローアップのダイアログ・ボックスで選択内容を確認します。


	
「インストール・サマリー」

	
この画面では、選択したインストール・オプションを検証します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックしてレスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・インストールを実行する場合に使用できます。

サイレント・インストールまたはコマンドライン・インストールの詳細は、Oracle Universal Installerを使用したソフトウェアのインストールに関するマニュアルのOracle Universal Installerのサイレント・モードでの使用に関する説明を参照してください。


	
「インストールの進行状況」

	
この画面では、インストールの進行状況を参照できます。


	
インストール完了

	
インストールが完了するとこの画面が表示されます。画面上の情報を確認し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。












2.3 インストールの検証

インストールが正常に完了したことを確認するには、ディレクトリ構造を付録Bに示されているものと比較します。

Oracleホームの内容を、viewInventoryスクリプトを使用して表示することもできます。詳細は、Oracle Universal Installerを使用したソフトウェアのインストールに関するマニュアルのOracleホームの内容の表示に関する説明を参照してください。









3 Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインの構成


この章では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインの作成および構成の方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
第3.1項「データベース・スキーマの作成」


	
第3.2項「WebLogicドメインの構成」


	
第3.3項「サーバーの起動」


	
第3.4項「構成の確認」






3.1 データベース・スキーマの作成

Fusion Middleware Infrastructureドメインを構成する前に、このリリースのOracle Fusion Middlewareで使用する動作保証されたデータベースに、次のスキーマをインストールする必要があります。

	
Metadata Services (MDS)


	
Audit Services (IAU)


	
Audit Services Append (IAU_APPEND)


	
Audit Services Viewer (IAU_VIEWER)


	
Oracle Platform Security Services (OPSS)


	
User Messaging Service (UMS)


	
WebLogic Services (WLS)


	
Call Control (UCSCC)


	
Service Table (STB)




これらのスキーマを、この項の手順に従ってインストールします。

	
第3.1.1項「動作保証されたデータベースのインストールおよび構成」


	
第3.1.2項「リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動」


	
第3.1.3項「RCU画面からスキーマ作成へのナビゲート」






3.1.1 動作保証されたデータベースのインストールおよび構成

動作保証されたデータベースを適切にインストールして構成し、そのデータベースを起動して稼働させておく必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「データベースおよびデータベース・スキーマのインストール」を参照してください。






3.1.2 リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動するには:

	
システムのORACLE_HOME/oracle_common/binディレクトリに移動します。


	
次の手順でRCUを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./rcu


Microsoft Windowsオペレーティング・システムの場合:


rcu.bat









3.1.3 RCU画面からスキーマ作成へのナビゲート

Oracle Fusion Middleware Infrastructureドメインにスキーマを作成するには、この項の手順に従います。

	
タスク1「RCUの導入」


	
タスク2「スキーマ作成方法の選択」


	
タスク3「データベース資格証明の指定」


	
タスク4「カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択」


	
タスク5「スキーマ・パスワードの指定」


	
タスク6「スキーマ作成の実行」




	
	タスク1   RCUの導入
	
「次へ」をクリックします。


	
	タスク2   スキーマ作成方法の選択
	
データベースでDBAアクティビティを実行するために必要な権限を持っている場合は、「リポジトリの作成」画面で「システム・ロードおよび製品ロードの同時実行」を選択します。このドキュメントの手順では、必要な権限があることを想定しています。

データベースでDBAアクティビティを実行するために必要な権限を持っていない場合は、この画面で「システム・ロードに対するスクリプトの準備」を選択します。これによってSQLスクリプトが生成され、これをデータベース管理者が利用できます。『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』でシステム・ロードと製品ロードの理解に関する説明を参照してください。




	
ヒント:

この画面の選択内容の詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』でリポジトリの作成に関する説明を参照してください。










	
	タスク3   データベース資格証明の指定
	
「データベース接続の詳細」画面に、データベースに接続するためのRCUに関するデータベース接続の詳細が表示されます。

「次へ」をクリックして続行し、データベースへの接続が成功したことを通知するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。




	
ヒント:

この画面の選択内容の詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』でデータベース接続の詳細に関する説明を参照してください。










	
	タスク4   カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択
	
スキーマに使用するカスタム接頭辞を指定した後、「AS共通スキーマ」を選択します。このセクションのすべてのスキーマが自動的に選択されます。

カスタム接頭辞は、これらのスキーマをこのドメインで使用するために論理的にまとめてグループ化するために使用されます。




	
ヒント:

カスタム接頭辞の詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』でカスタム接頭辞の理解に関する説明を参照してください。

マルチドメイン環境のスキーマを構成する方法の詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』でスキーマの作成計画に関する説明を参照してください。









[image: rcu_select_components.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

ここで入力したカスタム接頭辞を書き留めておく必要があります。これは後でドメインの作成時に必要になります。









「次へ」をクリックして続行し、スキーマ作成の前提条件チェックが成功したことを通知するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。


	
	タスク5   スキーマ・パスワードの指定
	
データベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを指定して確認します。




	
ヒント:

この画面で設定したパスワードを書き留めておく必要があります。これは後でドメインの作成時に必要になります。










	
	タスク6   スキーマ作成の実行
	
残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。「完了サマリー」画面が表示されたら、「閉じる」をクリックしてRCUを終了します。




RCUおよびその機能と概念については、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』を参照してください。








3.2 WebLogicドメインの構成

この項では、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成手順を説明します。ドメイン作成に使用できるその他の方法については、『構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成、拡張、管理のためのその他のツールに関する説明を参照してください。

この項では、次の項目について説明します。

	
第3.2.1項「構成ウィザードの起動」


	
第3.2.2項「ドメインを構成するための「構成ウィザード」画面のナビゲート」






3.2.1 構成ウィザードの起動

ドメインの構成を開始するには、ORACLE_HOME/oracle_common/common/binディレクトリにナビゲートし、WebLogic Serverの構成ウィザードを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./config.sh


Microsoft Windowsオペレーティング・システムの場合:


config.cmd


Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート」メニューから「すべてのプログラム」を選択し、「Oracle」、「OracleHome」、「WebLogic Server 12c (12.1.2)」、「ツール」、「構成ウィザード」の順に選択することで構成ウィザードを起動することもできます。






3.2.2 ドメインを構成するための「構成ウィザード」画面のナビゲート

トポロジにドメインを作成して構成するには、この項の手順に従います。




	
注意:

この項で説明する手順と同じ手順を使用して既存のドメインを拡張することができます。手順に示された内容と要件が合わないときは、適切な内容を選択していることを確認し、その他の詳細について説明されているドキュメントを参照してください。

単一のドメインに複数の製品を構成する必要がある場合は、重要な情報について『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の同じドメインでの複数製品のインストールに関する説明を参照してください。









	
タスク1「ドメイン・タイプとドメイン・ホームの位置の選択」


	
タスク2「構成テンプレートの選択」


	
タスク3「アプリケーション・ホームの場所の選択」


	
タスク4「管理者アカウントの構成」


	
タスク5「ドメイン・モードおよびJDKの指定」


	
タスク6「データソース構成タイプの指定」


	
タスク7「JDBCコンポーネントのスキーマ情報の指定」


	
タスク8「JDBC接続のテスト」


	
タスク9「詳細構成の選択」


	
タスク10「管理サーバーのリスニング・アドレスの構成」


	
タスク11「ノード・マネージャの構成」


	
タスク12「管理対象サーバーの構成」


	
タスク13「クラスタの構成」


	
タスク14「管理対象サーバーのクラスタへの割当て」


	
タスク15「Coherenceクラスタの構成」


	
タスク16「新規マシンの作成」


	
タスク17「サーバーのマシンへの割当て」


	
タスク18「構成の指定内容の確認とドメインの構成」


	
タスク19「ドメイン・ホームと管理サーバーURLの記録」




	
	タスク1   ドメイン・タイプとドメイン・ホームの位置の選択
	
「構成タイプ」画面で、「新規ドメインを作成します。」を選択します。

「ドメインの場所」フィールドで、使用するドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。

付録Bにまとめられているディレクトリ構造(Oracleホーム・ディレクトリの外部にドメイン・ホームを置く)に従ってドメイン・ホームを指定することをお薦めします。このディレクトリ構造によって、ソフトウェアをアップグレードまたは再インストールする必要があるときに問題が起きにくくできます。




	
ヒント:

ドメイン・ホーム・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のドメイン・ホームの選択に関する説明を参照してください。

ソフトウェアの再インストールの詳細は、第5.7項を参照してください。

この画面のその他のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』の構成タイプに関する説明を参照してください。










	
	タスク2   構成テンプレートの選択
	
「テンプレート」画面で「製品テンプレートを使用してドメインを作成(P)」が選択されていることを確認した後に、次のテンプレートを選択します。

	
Oracle Enterprise Manager - 12.1.2.0 [em]]

このテンプレートを選択すると、次の依存性が自動的に選択されます。

	
Oracle JRF - 12.1.2.0 [oracle_common]


	
WebLogic Coherenceクラスタの拡張 - 12.1.2.0 [wlserver]





	
Oracle WSM Policy Manager - 12.1.2.0 [oracle_common]




[image: config_templates.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のテンプレートに関する説明を参照してください。










	
	タスク3   アプリケーション・ホームの場所の選択
	
「アプリケーションの場所」画面で、ドメインに関連するアプリケーションの格納先を選択します。この場所は、アプリケーション・ホーム・ディレクトリとも呼ばれます。

付録Bにまとめられているディレクトリ構造(Oracleホーム・ディレクトリの外部にアプリケーション・ホームを置く)に従ってアプリケーション・ホームを指定することをお薦めします。このディレクトリ構造によって、ソフトウェアをアップグレードまたは再インストールする必要があるときに問題が起きにくくできます。




	
ヒント:

アプリケーション・ホーム・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のアプリケーション・ホームの選択に関する説明を参照してください。

ソフトウェアの再インストールの詳細は、第5.7項を参照してください。

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のアプリケーションの場所に関する説明を参照してください。










	
	タスク4   管理者アカウントの構成
	
「管理者アカウント」画面で、ドメインのデフォルトのWebLogic管理者アカウントに対するユーザー名およびパスワードを指定します。

この画面で設定したユーザー名およびパスワードを書き留めておくことをお薦めします。これらの資格証明は後でドメインの管理サーバーを起動して接続する際に必要になります。


	
	タスク5   ドメイン・モードおよびJDKの指定
	
「ドメイン・モードおよびJDK」画面:

	
「ドメイン・モード」フィールドで「本番(P)」を選択します。


	
「JDK」フィールドで「Oracle Hotspot JDK」を選択します。




この画面で「本番モード」を選択すると、ご使用の環境に高度なセキュリティが施され、アプリケーションのデプロイと管理サーバーの起動にユーザー名とパスワードが必要になります。




	
ヒント:

開発モードと本番モードの違いなど、この画面のオプションについては『構成ウィザードによるドメインの作成』のドメイン・モードとJDKに関する説明を参照してください。

本番モードでは起動アイデンティティ・ファイルを作成することで、管理サーバーの起動時にユーザー名とパスワードの指定を省略できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバーの起動アイデンティティ・ファイルの作成に関する説明を参照してください。










	
	タスク6   データソース構成タイプの指定
	
この画面のフィールドをアクティブ化するには、「RCUデータ」を選択します。「RCUデータ」オプションによってデータベースおよびサービス表(STB)スキーマに接続し、ドメインの構成に必要なスキーマのスキーマ情報を自動的に受け取るように構成ウィザードで指定できます。




	
注意:

この画面で「手動構成」を選択する場合、「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面で、スキーマのパラメータを手動で指定する必要があります。









「RCUデータ」を選択した後、次のフィールドを入力します。


	フィールド	説明
	
DBMS/サービス

	
データベースDBMS名を入力します。サービス・タイプ・ドライバを選択した場合はサービス名を入力します。


	
ホスト名

	
データベースをホストするサーバーの名前を入力します。


	
ポート

	
データベースがリスニングしているポート番号を入力します。


	
スキーマ所有者

スキーマ・パスワード

	
データベースのサービス表スキーマに接続するためのユーザー名とパスワードを入力します。これはRCUの「スキーマ・パスワード」画面でサービス表コンポーネントに指定されたスキーマ(第3.1項「データベース・スキーマの作成」を参照)のユーザー名およびパスワードです。

デフォルトのユーザー名はprefix_STBであり、この場合prefixはRCUで定義したカスタム接頭辞です。








[image: config_datasource.gifの説明が続きます]



データベース接続情報の指定が完了したら、「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、処理が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.





	
ヒント:

「RCUデータ」オプションの詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する説明を参照してください。

この画面のその他のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のデータソースのデフォルトに関する説明を参照してください。










	
	タスク7   JDBCコンポーネントのスキーマ情報の指定
	
「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面の値が、すべてのスキーマについて適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表には適切な値がすでに挿入されています。




	
ヒント:

高可用性環境の場合は、Oracle RACデータベースのデータ・ソース構成に関する追加情報について、『高可用性ガイド』の次の項を参照してください。

	
「Oracle RACでのGridLinkデータ・ソースの構成」


	
「マルチ・データ・ソースの構成」




この画面のその他のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のJDBCコンポーネント・スキーマに関する説明を参照してください。










	
	タスク8   JDBC接続のテスト
	
「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用して、構成したデータソース接続をテストします。

「ステータス」列の緑色のチェック・マークは、テスト結果が正常であったことを示します。何か問題があった場合は、画面の「接続結果ログ」セクションのエラー・メッセージを確認して問題を修正した後、接続を再度テストします。




	
ヒント:

この画面のその他のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のコンポーネント・スキーマのテストに関する説明を参照してください。










	
	タスク9   詳細構成の選択
	
トポロジのドメイン構成を完了するには、「拡張構成」画面で次の項目を選択する必要があります。

	
管理サーバー

管理サーバーのアドレス・リスニングを適切に構成するために必要です。


	
ノード・マネージャ

ノード・マネージャを構成するために必要です。


	
管理対象サーバー、クラスタおよびCoherence

管理対象サーバーとクラスタを構成し、マシンを構成して管理対象サーバーをマシンにターゲット設定するために必要です。




	
ヒント:

動的クラスタの構成については、次の内容を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』の動的クラスタの概要に関する説明


	
『Oracle WebLogic Serverのクラスタの管理』の動的クラスタの作成に関する説明
















	
	タスク10   管理サーバーのリスニング・アドレスの構成
	
「管理サーバー」画面で、「リスニング・アドレス」の横にあるドロップダウン・リストを選択し、管理サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」は使用しないでください。


	
	タスク11   ノード・マネージャの構成
	
「ノード・マネージャ」画面を使用して、構成するノード・マネージャのタイプおよびノード・マネージャ資格証明を選択します。

「ノード・マネージャ・タイプ」に「ドメイン当たり(P)」を選択し、ノード・マネージャ資格証明を指定します。



	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のノード・マネージャに関する説明を参照してください。

ノード・マネージャのタイプの詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャの概要に関する説明を参照してください。








	
	タスク12   管理対象サーバーの構成
	
「管理対象サーバー」画面で、2つの管理対象サーバーを作成します。

	
「追加」ボタンをクリックして新規に管理対象サーバーを作成します。


	
「サーバー名」列でinfra_server_1を指定します。


	
「リスニング・アドレス」ドロップダウン・リストで、管理サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」は使用しないでください。


	
「サーバー・グループ」ドロップダウン・リストでJRF-MAN-SVRとWSMPM-MAN-SVRの両方を選択します。これら2つのサーバー・グループによって、Oracle JRFとOracle Web Services Manager (OWSM)のサービスが、作成中の管理対象サーバーにターゲット設定されます。

Oracle Web ServicesのNonce (SOAPリクエストで1回のみ使用される一意の番号で、反射攻撃の防止に使用される)キャッシュは、これらの手順で自動的に構成され、ほとんどのアプリケーションに適しています。NonceキャッシュはWebサービス・アプリケーションを実行する、追加された管理対象サーバーの台数に、無理なく合わせられます。非常に大量のメッセージを使用する場合の高度なキャッシュ方法は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のOracle CoherenceによるNonceのキャッシュに関する説明を参照してください。これらの手順ではWSM-CACHE-SVRサーバーグループの使用について説明していますが、それ以外の場合にWSM-CACHE-SVRを設定する必要はありません。

サーバー・グループは、定義されたアプリケーション・サービス・グループをそれぞれに定義されたサーバー・グループにマッピングすることで、Fusion Middlewareアプリケーションおよびサービスを1つ以上のサーバーにターゲット設定します。必要な場合は、特定のアプリケーション・サービス・グループを、複数のサーバー・グループにマップさせることができます。特定のサーバー・グループにマップされたアプリケーション・サービスは、そのグループに割り当てられたすべてのサーバーに自動的にターゲット設定されます。詳細は、『ドメイン・テンプレート・リファレンス』のアプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングに関する説明を参照してください。


	
この手順をもう1度実行して、infra_server_2という2つ目の管理対象サーバーを作成します。

2つ目の管理対象サーバーの構成は、高可用性のための標準トポロジを構成するために必要な手順の1つです。高可用性環境を作成しない場合、この手順は任意です。

高可用性の標準トポロジの詳細は、『高可用性ガイド』のFusion Middlewareの標準HAトポロジの理解に関する説明を参照してください。

ドメインを構成した後に高可用性を構成するための次の手順は、第4.3項を参照してください。




これらのサーバー名は、このドキュメント全体で使用します。異なる名前を指定した場合は、必要に応じて読み替えてください。

[image: config_managed_servers.gifの説明が続きます]





	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』の管理対象サーバーに関する説明を参照してください。








	
	タスク13   クラスタの構成
	
「クラスタ」画面を使用して新規クラスタを作成します。

	
「追加」ボタンをクリックします。


	
「クラスタ名」フィールドでinfra_cluster_1を指定します。


	
クラスタの「アドレス」フィールドは空白にしておきます。




[image: config_clusters.gifの説明が続きます]



デフォルトでは、クラスタのサーバー・インスタンスはユニキャストを使用して相互に通信します。クラスタの通信にマルチキャストを使用するように変更する場合は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のユニキャストまたはマルチキャストの選択についての考慮事項に関する説明を参照してください。

Fusion Middleware Controlを使用して新規にクラスタを作成することもできます。その場合、クラスタ通信(ユニキャストまたはマルチキャスト)は新規クラスタの作成時に構成できます。詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプで、クラスタの作成と構成に関する説明を参照してください。



	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のクラスタに関する説明を参照してください。








	
	タスク14   管理対象サーバーのクラスタへの割当て
	
「サーバーのクラスタへの割当」画面を使用してinfra_server_1およびinfra_server_2を新規クラスタinfra_cluster_1に割り当てます。

	
「クラスタ」ペインで、サーバーを割り当てるクラスタ(ここではinfra_cluster_1)を選択します。


	
「サーバー」ペインで次のいずれかを実行してinfra_server_1をinfra_cluster_1に割り当てます。

	
infra_server_1を1回クリックして選択し、右矢印をクリックして、「クラスタ」ペインの選択したクラスタの下(infra_cluster_1)に移動します。


	
infra_server_1をダブルクリックして、「クラスタ」ペインの選択したクラスタ(infra_cluster_1)の下に移動します。





	
もう1度繰り返して、infra_server_2をinfra_cluster_1に割り当てます。




[image: config_servers_to_clusters.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のクラスタへのサーバーの割当てに関する説明を参照してください。










	
	タスク15   Coherenceクラスタの構成
	
「Coherenceクラスタ」画面を使用して、ドメインに自動的に追加されるCoherenceクラスタを構成します。Coherenceクラスタのリスニング・ポートは、デフォルトのポート番号0のままにします。

詳細とCoherence構成の次の手順について表4-2を参照してください。




	
注意:

Coherenceのライセンス情報については、『ライセンス情報』の「Oracle Coherence」を参照してください。










	
	タスク16   新規マシンの作成
	
ドメインで新規にマシンを作成するには、「マシン」画面を使用します。マシンは、ノード・マネージャがサーバーを起動および停止できるようにするために必要です。




	
ヒント:

高可用性環境を作成する場合で、ターゲット・トポロジに必要なマシン・リストを把握している場合は、この項の次の手順に従って、ここですべてのマシンを作成できます。詳細は、『高可用性ガイド』のオプションのスケール・アウト手順を参照してください。









	
「追加」ボタンをクリックして、新規マシンを作成します。


	
「名前」フィールドでinfra_machine_1を指定します。


	
「ノード・マネージャ・リスニング・アドレス」フィールドで、管理対象サーバーが構成されるマシンのIPアドレスを選択します。

localhost以外の特定のインタフェースを指定する必要があります。これによってCoherenceクラスタのアドレスが動的に算出されます。


	
「ノード・マネージャ・リスニング・ポート」フィールドのポートを確認します。

この例に示されているポート番号5556は、このドキュメントの他の例にも使用されています。このポート番号は、使用するポート番号に必要に応じて読み替えてください。







	
注意:

既存のドメインを拡張する場合は、既存のドメインにサーバーを割り当てます。特に必要がないかぎり、新規にマシンを作成する必要はありません。









[image: config_machines.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のマシンに関する説明を参照してください。










	
	タスク17   サーバーのマシンへの割当て
	
「サーバーのマシンへの割当」画面で、管理サーバーと管理対象サーバーを、作成した新規マシンに割り当てます。

	
「マシン」ペインで、サーバーを割り当てるマシン(ここではinfra_machine_1)を選択します。


	
「サーバー」ペインで次のいずれかを実行してAdminServerをinfra_machine_1に割り当てます。

	
AdminServerを1回クリックして選択し、右矢印をクリックして、「マシン」ペインの選択したマシンの下(infra_machine_1)に移動します。


	
AdminServerをダブルクリックして、「マシン」ペインの選択したマシン(infra_machine_1)の下に移動します。





	
もう1度繰り返して、infra_server_1とinfra_server_2の両方をinfra_machine_1に割り当てます。




[image: config_servers_to_machines.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』のマシンへのサーバーの割当てに関する説明を参照してください。










	
	タスク18   構成の指定内容の確認とドメインの構成
	
作成しようとしているドメインの詳細な構成情報が「構成のサマリー」画面に表示されます。画面上の各項目の詳細について、情報が適切であることを確認します。

修正が必要な場合は、「戻る」ボタンを使用するか、ナビゲーション・ペインで画面を選択することによって前の画面に戻ることもできます。

「作成」をクリックするまでドメインの作成は開始されません。




	
ヒント:

この画面のその他のオプションについては、『構成ウィザードによるドメインの作成』の構成のサマリーに関する説明を参照してください。










	
	タスク19   ドメイン・ホームと管理サーバーURLの記録
	
構成したドメインに関する次の項目が「構成に成功しました」画面に表示されます。

	
ドメインの場所


	
管理サーバーURL




[image: config_success.pngの説明が続きます]





いずれの項目も後で必要になるため、メモしておいてください。ドメインの場所はノード・マネージャと管理サーバーを開始するために使用するスクリプトへのアクセスに必要で、URLは管理サーバーへのアクセスに必要です。

「終了」をクリックして構成ウィザードを終了します。








3.3 サーバーの起動

構成が完了したら次のように実行し、ドメインを管理できるツールにアクセスします。




	
注意:

ドメインの管理に使用できるその他のツールについては、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する説明を参照してください。









	
第3.3.1項「ノード・マネージャの起動」


	
第3.3.2項「管理サーバーの起動」


	
第3.3.3項「管理対象サーバーの起動」






3.3.1 ノード・マネージャの起動

ドメインごとにノード・マネージャを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システムでは、次のようにnohupを使用してノード・マネージャを起動し、出力ファイルにnm.outのようにします。


nohup ./startNodeManager.sh > nm.out&


Windowsオペレーティング・システムでは次を実行します。


startNodeManager.cmd





	
注意:

Windowsオペレーティング・システムでは、スタートアップ・サービスとしてノード・マネージャを構成することをお薦めします。これによってシステムが再起動されるたびにノード・マネージャを自動的に起動できます。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のスタートアップ・サービスとしてのノード・マネージャの実行を参照してください。









ノード・マネージャのその他の構成オプションについては、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』を参照してください。






3.3.2 管理サーバーの起動

管理サーバーを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システムでは次を実行します。


./startWebLogic.sh


Windowsオペレーティング・システムでは次を実行します。


startWebLogic.cmd


タスク5の「ドメイン・モードおよびJDK」画面で「本番モード」を選択した場合、タスク4の「管理者アカウント」画面での表示と同様に、管理者ユーザーのログイン資格証明を求めるプロンプトが表示されます。




	
ヒント:

管理サーバーの起動の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』の管理サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。

本番モードでは起動アイデンティティ・ファイルを作成することで、管理サーバーの起動時にユーザー名とパスワードの指定を省略することができます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバーの起動アイデンティティ・ファイルの作成に関する説明を参照してください。









管理サーバー・コンソールにアクセスすることによって、管理サーバーが起動されて実行中であることを確認できます。URLは、タスク19の「構成に成功しました」画面に表示されます。




	
注意:

本番スキーマをホストしているデータベースが起動されて稼働中であり、管理サーバーからアクセス可能であることを確認してください。










http://administration_server_host:administration_server_port/console


管理サーバーのデフォルトのポート番号は7001です。

[image: admin_console.gifの説明が続きます]



管理コンソールの使用方法については、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Server管理コンソールの概要に関する説明を参照してください。






3.3.3 管理対象サーバーの起動

管理対象サーバーを起動する手順は次のとおりです。

	
Oracle Fusion Middleware Controlにログインします。


http://administration_server_host:administration_server_port/em


管理サーバーのホストおよびポート番号は、「構成に成功しました」画面(タスク19)のURLに表示されたものです。管理サーバーのデフォルトのポート番号は7001です。

ログイン資格証明は、「管理者アカウント」画面(タスク4)に表示されたものです。


	
ターゲット・ナビゲーション・ペインから、矢印をクリックして管理対象サーバー(adf_server_1およびadf_server_2)が表示されるまでドメインを拡張します。

[image: fmw_control_servers_down.gifの説明が続きます]



	
1つ目の管理対象サーバー(infra_server_1)を選択します。


	
「WebLogic Server」メニューの横の「起動」を選択します。

[image: fmw_control_server_startup.gifの説明が続きます]



	
手順3と手順4をもう1度繰り返してinfra_server_2を起動します。


	
ターゲット・ナビゲーション・ペインでドメイン名を選択し、起動して稼働中であるすべてのサーバーを表示します。

[image: fmw_control_servers_up.gifの説明が続きます]








	
ヒント:

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用したOracle Fusion Middlewareの管理の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle Fusion Middlewareの管理』を参照してください。
















3.4 構成の確認

ドメインが適切に構成されていることを確認するには、第4.1項を参照してください。ドメインが適切に構成されていることを確認するには、この項に記載されているタスクを理解して実行する必要があります。









4 インフラストラクチャ・ドメイン構成後の次の手順


この章では、新規に作成したOracle Fusion Middleware Infrastructureドメインで実行する必要がある一般的なタスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「基本的な管理タスクの実行」


	
第4.2項「その他のドメイン構成タスクの実行」


	
第4.3項「高可用性のための環境の準備」






4.1 基本的な管理タスクの実行

表4-1に、新規に作成したドメインで実行する必要がある一般的な管理タスクの一部を示します。


表4-1 新規ドメインに対する基本的な管理タスク

	タスク	説明	詳細
	
Fusion Middleware管理ツールについての学習

	
環境の管理に使用できる様々なツールについて学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する説明。


	
製品およびサーバーの起動と停止

	
Oracle Fusion Middleware(管理サーバー、管理対象サーバー、コンポーネントを含む)起動と停止の方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明。


	
Secure Sockets Layer (SSL)の構成

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネント間のSSLを使用したセキュアな通信の設定方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion MiddlewareでのSSLの構成に関する説明。


	
Oracle Fusion Middlewareの監視

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのステータスを追跡する方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの監視に関する説明。


	
バックアップとリカバリの手順の理解

	
Oracle Fusion Middlewareのバックアップとリカバリの推奨手順について学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のバックアップとリカバリの概要に関する説明。












4.2 その他のドメイン構成タスクの実行

表4-2に、新規に作成したドメインで実行する必要があるその他の管理タスクの一部を示します。


表4-2 その他のドメイン構成タスク

	タスク	説明	詳細
	
アプリケーションのデプロイ

	
アプリケーションをOracle Fusion Middlewareにデプロイする方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』のアプリケーションのデプロイに関する説明。


	
ドメインへのWeb層のフロントエンドの追加

	
OracleのWeb層でWebページ(静的と動的)をホストし、組込みのクラスタ、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともにセキュリティと高パフォーマンスを実現します。特にWeb層にはOracle HTTP Serverが含まれます。

	
『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』のOracle HTTP ServerをWebLogic Serverドメインにインストールして構成する手順に従います。

また、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「同じドメインでの複数製品のインストール」にある重要な情報を参照してください。


	
トポロジに対するCoherenceのチューニングと構成

	
標準インストール・トポロジには、記憶域が有効な管理対象Coherenceサーバーが含まれるCoherenceクラスタがあります。この構成はCoherenceの使用には適切な出発点ですが、特定の要件によっては、本番環境でのパフォーマンスを向上させるためにCoherenceをチューニングして再構成することを検討してください。

	
Coherenceクラスタの詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のCoherenceクラスタの構成と管理に関する説明を参照してください。

Coherenceのチューニングの詳細は、『Oracle Coherenceの管理』を参照してください。

CoherenceへのHTTPセッションデータの格納の詳細は、『Oracle Coherence*WebでのHTTPセッション・マネージメントの管理』のWebLogicサーバーでのCoherence*Webの使用に関する説明を参照してください。

Coherenceアプリケーションの作成とデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Server Oracle Coherenceアプリケーションの開発 』を参照してください。












4.3 高可用性のための環境の準備

表4-3に標準インストール環境を高可用性環境にスケール・アウトする必要がある場合に実行するタスクの一覧を示します。


表4-3 高可用性のための環境の準備に必要なタスク

	タスク	説明	詳細
	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャによって、管理サーバーと管理対象サーバーのインスタンスをリモートの場所から起動、停止および再起動することができるようになり、これによって可用性環境のために必須のユーティリティとなります。

	
『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』。


	
複数のホスト・コンピュータへのスケール・アウト

	
高可用性を有効にするには、他のホストコンピュータへのフェイルオーバーの機能を実現することが重要です。つまり、1台のコンピュータが停止しても、環境ではデプロイされたアプリケーションが顧客にサービスを提供し続けることができます。

	
『高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシン・スケールアウト)に関する説明。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加する場合は、WebLogic Serverソフトウェアと同様にWeb層を高可用性構成にする必要があります。

	
『高可用性ガイド』のWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する説明。


	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用してリクエストをより均等にサーバーに分散させることができます。

	
『高可用性ガイド』の高可用性環境でのサーバー・ロード・バランスとロード・バランサの構成の説明。















5 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストール


この章では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストールまたは再インストールの方法について説明します。

ソフトウェアをアンインストールするときは、この章で説明する手順に必ず従ってください。ソフトウェアを手動でアンインストールしようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。この章の手順に従うと、ソフトウェアを適切にアンインストールできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「製品のアンインストールの理解」


	
第5.2項「Oracle Fusion Middlewareの停止」


	
第5.3項「データベース・スキーマの削除」


	
第5.4項「ソフトウェアのアンインストール」


	
第5.5項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」


	
第5.6項「ドメインとアプリケーション・データの削除」


	
第5.7項「ソフトウェアの再インストール」






5.1 製品のアンインストールの理解

Oracle Fusion Middlewareのアンインストーラは、起動元のOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアを削除します。表5-1に手順の概要をまとめ、関連するドキュメントへのリンクを示します。


表5-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareを停止します。

	
アンインストーラを実行する前に、ドメイン内のすべてのサーバーとプロセスを停止する必要があります。

	
第5.2項を参照してください。


	
データベース・スキーマを削除します。

	
Repository Creation Utilityを実行してデータベース・スキーマを削除します。

	
第5.3項を参照してください。


	
ソフトウェアを削除します。

	
製品のアンインストーラを実行し、Oracle Fusion Middleware Infrastructureを削除します。

	
第5.4項を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリを削除します。

	
アンインストーラは、Oracleホーム・ディレクトリのすべてのファイルとフォルダを削除するわけではありません。アンインストーラの実行が終了した後に、Oracleホームを手動で削除して製品の削除を完了する必要があります。

	
第5.5項を参照してください。


	
ドメインとアプリケーション・データを削除します。

	
アンインストーラがOracleホーム内にある場合でも、ドメイン・ホーム・ディレクトリまたはアプリケーション・ホーム・ディレクトリに含まれるデータは削除されません。これらのディレクトリは手動で削除する必要があります。

	
第5.6項を参照してください。












5.2 Oracle Fusion Middlewareの停止

アンインストーラを実行する前に、削除対象のOracleホームに関連付けられたすべてのサーバーとプロセスを停止する必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware環境の停止に関する説明を参照してください。






5.3 データベース・スキーマの削除

Oracleホームを削除する前にRepository Creation Utilityを実行し、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除する必要があります。各ドメインにはカスタム接頭辞によって一意に識別される独自のスキーマ・セットがあります(『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のカスタム接頭辞の理解に関する説明を参照してください)。これらのスキーマを他のドメインと共有することはできません(『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のスキーマの作成計画に関する説明を参照してください)。

データベースに複数のスキーマ・セットがある場合は、削除するドメインに関連付けられたスキーマ接頭辞を指定します。

スキーマの削除手順は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のスキーマの削除に関する説明を参照してください。






5.4 ソフトウェアのアンインストール

この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。

	
第5.4.1項「アンインストール・プログラムの起動」


	
第5.4.2項「アンインストール画面のナビゲート」




サイレント(コマンドライン)のアンインストールを実行するには、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールに関するマニュアルのサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する説明を参照してください。



5.4.1 アンインストール・プログラムの起動

Windowsオペレーティング・システムでアンインストーラを起動するには、次のいずれかを実行します。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンドラインでORACLE_HOME\oui\binに移動し、次のコマンドを入力します。


deinstall.cmd


	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」を選択し、「Oracle」、OracleHome、「Oracle Middlewareの削除」の順に選択します。




UNIXオペレーティング・システムでアンインストーラを起動するには、ORACLE_HOME/oui/binディレクトリに移動し、次のコマンドを入力します。


./deinstall.sh






5.4.2 アンインストール画面へのナビゲート

アンインストール・プログラムには、表5-2に示される順に一連の画面が表示されます。

アンインストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックしてください。


表5-2 アンインストール画面と説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のアンインストーラの紹介画面です。


	
アンインストール・サマリー

	
この画面は、アンインストールしようとしているOracleホーム・ディレクトリとその内容を示しています。このディレクトリが正しいことを確認します。

「アンインストール」 をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
アンインストールの進行状況

	
この画面にはアンインストールの進行状況が表示されます。


	
アンインストール完了

	
アンインストールが完了するとこの画面が表示されます。画面上の情報を確認し、「終了」をクリックしてアンインストーラを終了します。














5.5 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストールが完了した後に、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリおよびすべての既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえばOracleホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システム上の/home/Oracle/Products/Oracle_Homeだった場合は次のようにします。


> cd /home/Oracle/Products
> rm -rf Oracle_Home


Windowsオペレーティング・システムでは、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Products\Oracle_Homeだった場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Productsディレクトリにナビゲートし、Oracle_Homeフォルダで右クリックして「削除」を選択します。






5.6 ドメインとアプリケーション・データの削除

ドメインとアプリケーション・データを削除するには、次の手順を実行します。

	
ドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、UNIXオペレーティング・システムでドメイン・ホーム・ディレクトリが /home/Oracle/config/domains/infra_domainの場合は、次のように実行します。


> cd /home/Oracle/config/domains
> rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムでは、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\infra_domainだった場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダで右クリックして「削除」を選択します。


	
アプリケーション・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、UNIXオペレーティング・システムでアプリケーション・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/applications/infra_domainの場合は、次のように実行します。


> cd /home/Oracle/config/applications
> rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムでは、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\infra_domainだった場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダで右クリックして「削除」を選択します。


	
Oracleホームのdomain_registry.xmlファイルをバックアップし、ファイルを編集して、削除しようとしているドメインに関連付けられた行を削除します。たとえばinfra_domainを削除するには、次の行を検索して削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/infra_domain"/>


完了したらファイルを保存して終了します。









5.7 ソフトウェアの再インストール

この章の手順に従って(手動でのOracleホームディレクトリの削除も含めて)ソフトウェアをアンインストールした場合のみ、以前と同じOracleホームにソフトウェアを再インストールすることができます。再インストールするときに、前回のインストールと同じOracleホームを指定できます。

Oracleホームが空ではない場合、次の事項を考慮します。

	
同じ機能セットを含む既存のOracleホームへのインストール。

インストール時に指定したOracleホームには、インストールしようとしているソフトウェアと同じソフトウェアがすでに含まれている旨がインストーラによって警告されます。選択肢は次のとおりです。

	
別のインストール・タイプを選択します。この場合、Oracleホーム・ディレクトリに存在しない機能セットのみがインストールできます。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。





	
空ではない既存のOracleホームへのインストール。

たとえば、ドメイン・ホームまたはアプリケーション・ホームを作成するために、既存のOracleホーム内のどこかを選択する必要があるとします。このデータはアンインストールのプロセス中は削除されないため、同じOracleホームに再インストールしようとしてもインストーラによって許可されません。選択肢は次のとおりです。

	
この章の説明のとおりにOracleホームからソフトウェアをアンインストールした後でOracleホーム・ディレクトリを削除します。これが完了した後に、第2章の手順を使用して同じOracleホームの場所を再インストールまたは再使用できます。そのOracleホームに存在したドメインやアプリケーション・データは再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。















A Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布の理解


この付録では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布に含まれる製品と機能について説明します。

詳細は、表A-1を参照してください。


表A-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの製品と機能

	製品	機能群	説明
	
Core Server

	
Core Application Server

	
Java Enterprise Edition 6 (Java EE 6)テクノロジ、Web Servicesおよびその他の優れたインターネット標準を実装する完全なアプリケーション・サーバーによって、高可用性、スケーラブル、安全なアプリケーションおよびサービスのための信頼性のあるフレームワークが提供されます。Java EE 6の完全サポートを備えた必須のWebLogic Serverランタイムを構成するすべてのコンポーネントが含まれます。

管理コンソール、Web Serverプラグイン、Beehiveランタイム・フレームワーク、JDBCドライバなどの管理ツールとアドオン・テクノロジは、この機能には含まれません。


	
Coherence Product Files

	
Coherenceは、信頼性があり、スケーラビリティの高いピアツーピア・クラスタリング・プロトコルの上に、レプリケートおよび分散(パーティション)されたデータ管理およびキャッシング・サービスを提供します。Coherenceには単一障害点がなく、サーバーが動作不能になった場合やネットワークから切断された場合に、クラスタ化データ管理サービスを自動的および透過的にフェイルオーバーおよび再分散します。新しいサーバーが追加されたり、障害の起きたサーバーが再起動されると、サーバーは自動的にクラスタに加わってCoherenceはサービスをそのサーバーにフェイルバックして、クラスタ・ロードを透過的に再分散します。Coherenceには、サーバーが自己修復できるようにするネットワーク・レベルの耐故障性機能と透過的なソフト再起動の機能があります。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
Web 2.0 HTTP Pub-Sub Server

	
HTTPを介して非同期メッセージを送受信するために、Webベースのクライアント向けにパブリッシュ-サブスクライブのメカニズムを使用したチャネルです。HTTPパブリッシュ・サブスクライブ・サーバーは、Webクライアントからチャネルへのサブスクライブ(宛先をBayeuxで表現)およびチャネルへのメッセージのパブリッシュのために使用できます。開発者の場合はServer Examples製品コンポーネントを選択すると利用可能なパブリッシュ・サブスクライブのサンプルをインストールすることをお薦めします。

このコンポーネントがインストールされていないとWeb 2.0のHTTP Publish-Subscribe機能を利用できません。

詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSP の開発』のHTTP Publish-Subscribeサーバーの使用に関する説明を参照してください。


	
WebLogic SCA

	
Javaアプリケーション向けのSpringコンテナで、SCAセマンティクスを使用してサービスを公開し、参照を呼び出します。コンテナは、WebLogic Serverのオプション・ライブラリに含まれています。


	
WebLogic Client Jar

	
クライアント側のWebLogicアプリケーションです。


	
Oracle WebLogic Communication Services

	
Oracle WebLogic Communication Services (OWLCS)は、通信サービスをエンタープライズ・サービスおよびアプリケーションに統合するためのプラットフォームです。


	
Administrative Tools

	
Administration Console Additional Language Help Files

	
WebLogicドメインを構成、管理および監視するための、WebLogicサーバーのWebアプリケーションです。

管理コンソールをインストールしていない場合、管理サーバーを起動してもコンソールは使用できません。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』の管理コンソールについての説明を参照してください。


	
CIE WLS Config

	
Oracle Fusion Middlewareの構成ウィザードで使用するファイルを提供します。


	
Enterprise Manager

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、Webブラウザ・ベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースで、ドメインを監視および管理するために使用できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用の概要に関する説明を参照してください。


	
Database Support

	
Third-Party JDBC Drivers

	
WebLogic Serverにバンドルされたその他のJDBCドライバで、WebLogic Server環境を外部データベースに接続するために使用できます。

この機能の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のWebLogic ServerでのJDBCドライバの使用に関する説明を参照してください。


	
WebLogic Evaluation Database

	
評価データベース(Server Examplesで使用)はORACLE_HOME/wlserver/common/derbyディレクトリにインストールします。

「Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例」インストール・タイプを選択しない場合でも、この評価データベースはインストールされています。


	
Open Source Components

	
Third Party Jackson

	
JavaScript Object Notation (JSON)のデータ形式を処理するためのサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。


	
Third Party Jersey

	
Representational State Transfer (REST)アーキテクチャの公式実装となるサードパーティのオープン・ソース・ソフトウェアです。

『Oracle WebLogic Server RESTful Webサービスの開発と保護』を参照してください。


	
Third Party Maven Apache

	
Mavenはコンパイル、パッケージング、アーティファクト管理といったプロジェクト・ビルド・タスクのための中心となるビルド管理ツールです。

詳細は、『継続的インテグレーションによるアプリケーションの開発』を参照してください。


	
Examples

	
Server Examples

	
Server Examplesは、WebLogic Serverの主要な機能をデモする、アプリケーションの例です。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションとコード例に関する説明を参照してください。


	
Coherence Examples

	
Coherence Examplesは、サポートされている全言語(Java、.NETおよびC++)でのCoherenceの機能の使用方法のデモです。これらの例は1つ以上の機能について使用方法を示す体系化されたコード例で、すべての例をビルドして実行する(言語ごとの)1つの基本的な方法を示しています。例のソース・コードも含まれています。

注意: Server ExamplesとCoherence Examplesは、どちらも「Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例」インストール・タイプを選択した場合にのみインストールされます。


	
JRF and Enterprise Manager

	
WLS for FMW

	
このコンポーネントをインストールすると、指定したOracleホームにoracle_commonディレクトリが作成されます。このディレクトリには次のものが含まれます。

	
Repository Creation Utility

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/bin

Fusion Middleware製品のデータベース・スキーマを作成するために使用するツールです。詳細は『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』を参照してください。


	
構成ウィザード

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

ターゲット環境向けのドメイン作成と、含める構成オプションを選択するためのプロセス全体を管理します。このドメインと作成したサーバーを管理するために、管理コンソールまたはFusion Middleware Controlを使用できます。

注意: WebLogic Scripting Tool (WLST)は構成ウィザードに依存性があります。インストールにこのコンポーネントを選択する場合のみ、WLSTを利用できます。

構成ウィザードの詳細は、『構成ウィザードによるドメインの作成』を参照してください。


	
アップグレード・アシスタント

場所: ORACLE_HOME/oracle_common/upgrade/bin

アップグレード・アシスタントは、以前のWebLogic Serverリリースのドメイン構成を現在のリリースに変換します。アップグレード・ツールの詳細は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』を参照してください。


	
Oracle Application Development Framework (ADF)

エンタープライズ・アプリケーションを構築するためのJavaフレームワークであり、ビジュアルで宣言的な方法でJava EE開発を行えます。





	
Oracle Automatic Diagnostic Repository Feature Set Group

	
OPatch

	
OPatchユーティリティはOracle製品への中間パッチの適用とロールバックを可能にするツールです。


	
Toplink Developer

	
Oracle TopLinkは、リレーショナル・データベースに永続オブジェクト指向データを格納する、パフォーマンスの高いアプリケーションを作成します。オブジェクト指向データが、リレーショナル・データまたはeXtensible Markup Language (XML)要素に変換されます。













B Oracle Fusion Middleware Infrastructureのディレクトリ構造の理解


この付録では、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールしてドメインを構成した後、システムに作成されるディレクトリ構造について説明します。

図B-1にディレクトリ構造を示します。

この例では、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の推奨ディレクトリ構造の理解に関する説明に記載されている推奨ディレクトリ構造を示します。ディレクトリ構造は、これらのディレクトリをシステムに作成した場所によって若干異なる場合があります。


図B-1 Oracle Fusion Infrastructureのディレクトリ構造の例

[image: 図B-1の説明が続きます]





ドメイン・ホーム、アプリケーション・ホームおよびOracleホームのディレクトリの内容については、表B-1を参照してください。


表B-1 InfrastructureのOracleホームのディレクトリの説明

	ディレクトリまたはファイル	説明
	
ドメイン・ホーム

	
このディレクトリには、ノード・マネージャ、管理サーバーおよび管理対象サーバーを起動および停止するスクリプトなどのドメイン関連データが格納されます。


	
アプリケーション・ホーム

	
このディレクトリにはカスタム・アプリケーション・データが格納されます。


	
oracle_common

	
このディレクトリにはOracle WebLogic Server、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルとライブラリ・ファイルが格納されます。


	
wlserver

	
このディレクトリにはWebLogic Server製品のファイルが格納されます。

このディレクトリはWebLogicホーム・ディレクトリ(WL_HOME)としても参照されます。


	
coherence

	
このディレクトリにはCoherence製品のファイルが格納されます。


	
OPatch

	
このディレクトリにはOPatchおよびサポートされるファイルが格納されます。OPatchはOracle Fusion Middlewareソフトウェアのパッチ適用に使用されるツールです。


	
cfgtoollogs

	
このディレクトリにはインストールと構成のトランザクションのログ・ファイルが格納されます。


	
em

	
このディレクトリにはOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで使用されるファイルが格納されます。


	
install

	
このディレクトリにはインストール関連のファイルとスクリプトが格納されます。


	
inventory

	
このディレクトリには、このOracleホーム・ディレクトリにインストールされたコンポーネント、機能群およびパッチに関するメタデータが格納されます。


	
oui

	
このディレクトリにはアンインストーラ・プログラムを含めOracle Universal Installerが使用するファイルが格納されます。製品をインストールした後に再度Oracle Universal Installerを実行する必要がある場合は、このディレクトリから実行する必要があります。


	
logs

	
このディレクトリには構成ウィザードのログ・ファイルが格納されます。


	
domain-registry.xml

	
このレジストリ・ファイルには、このOracle Fusion Middleware Infrastructureに現在登録されているすべてのドメインの場所が記述されています。新規にドメインを追加すると、常にこのファイルに登録されます。
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